
 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 竹または針金で直径２４ｃｍの輪を１・２・３ 

（右図）のように３種類作ります。 

 

 次に、それぞれの輪を４のようにしっかりと組みます。 

 （組む前にそれぞれの接合部をマジックインクなどで 

  印をつけておくと後で楽です） 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  金魚ねぷたの設計図 

２  骨組み 

金魚ねぷた 

を作って 

みよう！ 

骨組み完成 

 

 ①巻き付ける木綿糸の長さ２０ｃｍ程度を 

  ２つ折にする。 

 ②接合部には木工用ボンドをつけ、その 

  上から木綿糸を巻きつける。 

 ③巻き端は、結ばず、そのままにしておく 

●木綿糸の巻き方 

 



 紙貼りは、骨組みでしきられた１区画ごとに貼りつけて 

いきます。 

 

 紙は半紙サイズを斜め２分の１にカットしておくと貼りやすいです。 

 のりしろは竹や針金の骨組みの太さが目安です。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 目、口、鼻、エラを墨で描きます。 

 ＊あらかじめ鉛筆などで下書きしておくとよいでしょう。 

 

 

 ロウで目、口、鼻、エラの縁取りをします。 

 ロウでうろこをていねいに描いて 

ください。 

 

   

 

 

 

 

  墨入れやロウ引きは、設計図や各写真を参考にしてください。 

 

 

 彩料の赤で金魚の身体を彩色してください。 

 目、口、鼻は黄色で彩色してください。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

３  紙貼り 

４  墨入れ 

５  ロウ引き（描き） 

６  彩色（着色） 

 

 ①適度に切断した和紙を骨組みの１区画にあて、上から軽くなぞり、 

  型をつける。 

 ②和紙をつけた型の外側をハサミなどで切る。 

 ③貼る区画部分の骨組みに木工用ボンドをつける。 

 ④ずれないように位置を合わせ、和紙を貼る。 

 ⑤他の部分にも同じように型を合わせた和紙を貼る。 

 ⑥設計図にあるような大きさで胸ヒレ（エラ部分にある）左右２枚を 

  和紙で作る。 ＊尻ヒレは、胸ヒレよりもやや小さめにする。 

 ⑦尾を和紙で成形する。 

●尻ヒレ 

２ｃｍ ３ｃｍ 

６ｃｍ 

 

 ①うろこは線と線が離れないように描いてください。 

 ②目の周囲を点描してください。 

 ③４枚のヒレや尾にも線を入れてください。 

 

 ①各うろこやエラは、先端ほど淡く 

  ぼかしの技法を使ってください。 

 ②４枚のヒレや尾も赤でぼかしを入れてください。 

ぼかしの技法 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 絵が乾いたら、彩色したヒレを貼りつけてください。 

 尾は彩色後に貼っても構いません。 

 

 頭部の骨組みの交叉部分をカッターなどで２～３ｃｍ程度切り取り、糸を結びつければ完成です。 

 必要があれば、持ちやすいように糸の先に木や竹をつけてもいいでしょう。また、金魚ねぷたの 

中に照明が入るようにしてみてもいいでしょう。 
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７  完成 

墨入れ・ロウ引き・彩色参考図 

正面図 側面図 後面図（尾） 


